
第２５期 事業報告書

令和 ６年 ４月 １日から

令和 ７年 ３月３１日まで

平素は株主の皆様には格別のご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。ここに第２５期の

決算報告を申し上げます。

コロナ禍が収束された後は生活様式の変化が定着し、昨今はお米、食品、ガソリンに代

表される物価高騰の影響で、経済状況は引き続き厳しい状況が続いています。外国人旅行

者は円安を背景に継続的に増加傾向が続いておりますが、日本人の国内旅行、海外旅行は

物価高騰の煽りを受け鈍化しています。更に少子高齢化、人口減少はここ田原市も含め国

内すべての地域で危機的な状況です。世界情勢ではロシアのウクライナへの侵略戦争、イ

スラエルのガザ地区侵攻の収束は難しい状況が続いており、トランプ大統領再就任以降は

新たな関税問題も加わり、益々 混沌とした世界平和とは程遠い状態が続いております。

このような状況の中、当社におきましては中心市街地の役割を認識し、まちなかの賑わ

いを創出してまいりました。

今年度２０周年を迎えましたセントファーレテナントビルにおいては、市民の皆様に安

心、安全にご利用頂けることを目的に、非常階段の整備、消防設備の更新などの施設の管

理、またハンギングフラワー設置等による環境整備に努めてまいりました。指定管理につ

いては、セントファーレ駐車場、田原駅南公共駐車場、蔵王山展望台の施設を安心安全で

かつ利便性を考え運営することができました。

その結果、当期の売上高は２８８，６１９千円となり、税引前当期利益は１７，２４５

千円、当期利益は１４，６３４千円となりました。

三河田原駅前工場跡地活用事業については引き続き尽力し、今後のまちづく り計画に、

田原市、田原市商工会と一致協力していく所存であります。

株主の皆様には、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

以下、令和６年度事業を報告いたします。
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１．商業活性化事業

◆ あつまるタウンニュースの発行（ 年３回、１２，０００部／回）

◆ まちなか情報誌「 街あるっく田原」 発行（ 年３回 ３，３００部／回）

◆ ララグランマルシェ、ハロウィンウォークの開催

◆ セントファーレテナント会支援

（ ２０周年祭、歳末セール、クリスマスイルミネーション等）

２．地域活性化事業

◆ まちなか賑わいづく り実行委員会

・ こいのぼりイベント （ 令和６年４月６日（ 土）～５月１１日（ 土））

・幸せの四つ葉プロジェクト （ 令和６年４月２７日（ 土）～５月６日（ 月））

・ ハンギングフラワー（ 春） 設置 （ 令和６年６月１６日（ 日））

・ 七夕イベント （ 令和６年６月２０日（ 木） ～７月７日（ 日））

・ 竹あかり事業 （ 令和６年１２月７日（ 土））

・ イルミネーション事業

（ 令和６年１１月２日（ 土） ～令和７年１月１３日（ 月））

・ イルミネーション点灯式 （ 令和６年１１月２日（ 土））

・ ハンギングフラワー（ 秋） 設置 （ 令和６年１１月１７日（ 日））

・ 菜の花イベント （ 令和７年１月２５日（ 土））

・ おひなさまイベント （ 令和７年２月１５日(土)～令和７年３月９日(日)）
・ 桜まつり （ 令和７年３月２０日（ 木） ～３月３１日（ 月））

・ 年間事業 花ロード事業、フラッグの設置

３．中心市街地活性化事業

中心市街地活性化を目的に整備された商業施設LaLaGranの運営管理及び当施設と駅前
広場を活用した、マルシェなどまちなか賑わいイベント開催事業を実施。また、三河田原

駅を中心としたまちなか商店街と連携し、まちなかの回遊促進のイベントを開催し中心市

街地の活性化に寄与する事業を進めた。

４．施設管理運営事業

◆ セントファーレ施設管理

・ ハンギングフラワー春秋設置

・ 非常階段の整備

・ 消防設備の更新

・ 平面・ 地下駐車場グレーチング整備

・ ハト忌避対策実施
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◆ 指定管理

・ セントファーレ公共駐車場の管理運営

・ 田原駅南公共駐車場、田原駅公共駐輪場の管理運営

・ 蔵王山展望台の管理運営

◆ 福祉の里住宅の店舗施設の管理

◆ 蔵王山展望台飲食店外部委託

◆ 直営店１００円ショップキャンドゥの運営

◆ ララグラン施設管理

５．委託管理

◆ 松下、柳町駐車場管理
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